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豊かな草原に気持ちよさそうな乳牛

日進育成牧場の秋

ぬける ような青、、空、 J青;査な空気、日進育成牧場の

秋はさわやかだ。

5月中旬からあづけられた 250頭の乳牛は、大自然

にいだかれてみごどに育ち、里帰りの日も近、、。

再会を約束するように「モー」 ど鳴(戸に酪農のカ

強さを5まじる。
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社41?と人口 世帯数 2.853 人口 11.704(男5，695女6.009)
-

44.9.30現在



「司

成
し
、
十

一
月
か
ら
授
業
が
関

知
で
き
る
見
込
み
で
す
。
ま
た

今
金
小
竿
校
の
改
築
工
事
は
、

本
年
度
実
施
分
の
入
札
を
終
え

ー十
月
九
日
活
工
し
ま
し
た
。

(
V
住
宅

/
J工
隊
ん
戸
の
道
府
白
住
宅
が
完

成
し
、
7

金
、
怒
川
、
中
堅
、

花
石
各
小
学
校
の
教
員
住
宅
は

十
ニ
月
中
旬
完
成
の
予
定
で
す

V
そ
の
他

今
金
小
学
校
前
の
歩
道
橋
と

駅
前
の
信
号
機
が
完
成
し
、
利

別
川
総
合
か
ん
ば
い
事
業
、
上

白
石
之
稲
穂
地
区
の
簡
易
給
水

事
業
、
種
川
地
区
防
火
水
そ
う

工
事
な
ど
が
現
在
実
施
中
で
す

出
叩
A

一工

J
，
小
E
E
E」

に
完
成
し
ま
す
。

V学
校

4
神
丘
小
学
校
は
十
月
中
旬
完

アじ

成

仁王r

小
学
校
も
ほ
ぼ

みんなの胸に赤、、羽根
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チ

で

進

む

建
設
工

事

急
ビ
ツ

青い空に赤トンボ

共同募金に協力を

事
が
現
在
実
施
さ
れ
て
お
り
ま

す。

今
年
度
の
本
町
の
建
設
工
事
は
、
園
、
道
の
開
発
投
資
に
大
き

く
さ
さ
え
ら
れ
、
秋
を
迎
え
て
順
調
に
進
展
し
て
い
ま
す
。

産
業
の
三
本
柱
、
設
、
音
、
林
を
振
興
し
て
い
く
た
め
の
基
盤

づ
く
り
、
交
通
網
の
整
備
、
教
育
施
設
の
充
実
を
中
b
に
約
十

一
億
円
に
の
ぼ
る
事
業
が
町
全
域
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
そ
の
お
も
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
林
道
で
は
、
豊
田

1
金
原
線
の
開
設
、
神
沢
帥
酬
の

改
良
工
事
が
十
二
月
中
旬
に
完

成
す
る
子
定
で
す
。

V
河
川
改
修

'

，e
 オ

チ
ヤ
ラ
ッ
.へ
川
と
目
名
川

が
完
了
し
、
利
別
川
、

ト
マ
ン

ケ
シ
川
、
第
二
幹
線
川
の
改
修

工
事
が
現
在
施
工
中
で
す
。

-v橋
渠

J

S
 

'
花
里
橋
、
熊
見
橋
、
中
美
利

河
橋
の
架
替
が
完
了
し
、
豊
田

橋
(
本
年
度
分
〉
が
明
年
二
月

八
鈴
橋
、
初
回
橋
が
十
一
月
中

授業開始も真近に、 神丘小学校

百 IL設百良九路防十線今/六今 には線 L七 線 は V 

E会主主手占42些必言干支千i2I EdZ24望書
世線々が 財 代 対 線 開 UH四北百八ソL末十道が吉々工
民三今完の線の七拓'M百{桧 M~ 泊 ま ま三昭完地長事
工千金成新四改百迫害五山と線々すで凶和成区東で

梨
替
が
進
む
八
鈴
橋
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; 防火の知識 ; 

; 自宅での石油貯蔵 ; 

{ 100 Q以上は届出を z 

i 1  
i 最近、石油スト プの普及に伴ない大量に石油 i 
f を貯蔵する家庭がt甘えていますが、町の火災予防 E 
i 条例によって一般家庭で貯蔵できる石油は500C } 
t 未満とされてい耳す。ただし、 100Q以上のとき E 
i は町長に届け出て少量位険物取り扱い所として検 i 
i j¥'を受けなければなりません。 100Q未満ですと i 
i 規制はありませんが、火気のないところに貯蔵す i 
l るこ とはもちろんのことです。 E 

i 石油田容量はドラムかん 200Q・小型の石油か i 
; んが18Qです。したがって一般家庭で買う石油は i 
i 小型かんで 6かん以上、 ドラムかんで買う人はす i 
i ベて少量危険物貯蔵取り扱い所の届出をしなけれ i 
i ばならないわけです。~
; 届け出に山町はこれらを検査峨附けれ ; 

ば「世主危険物貯蔵取扱所」の表示をするこ とに j 
i なりますが、条件として屋外の場合は可然物から j ， 2 m以上離し、できればプロ ックやそルタルの耐 i i 州造の壁やへいでかこむこと、などとなってし ; 

ます。 ; iく…とは役叫引開閉し合 i
せ くだ さい。;

L…川H川 H山川川川川川川川川川川"'"川山 f

ほ
こ
り
か
ら
開
瞳
さ
れ
る
昭
和
線

-

i
 

容
に
予
想
さ
れ
た
時
曹
は
、
そ
の
桂
町
野

天
か
ら
平
年
作
に
近
い
ほ
ど
に
回
復
、
早
霜

も
無
事
に
切
り
ぬ
け
、
農
家
も
ホ
ツ
と
一
応

つ
い
て
取
り
入
れ
を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
の
気
の
ゆ
る
み
か
ら
、一

昨
年
来
の
消

白
プ

1
ム
に
拍
車
を
か
け
、
無
計
画
な
消
費
山

が
進
む
恐
れ
が
十
分
考
え
ら
れ
ま
す
。

…

そ
こ
で
川
で
は
、
貯
蓄
の
増
強
に
よ
り
経

一

済
の
安
定
と
生
活
の
充
実
を
は
か
る
う
と
呼

山

び
か
け
て

い
ま
す
。

…
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謡
、
ま
た
八
月
に
は
生
耕
亜
視

察
団
と
続
き
‘
さ
ら
に
九
月
に

入
っ
て
訓
子
府
、
長
沼
、
青
森

県
川
内
の
各
町
議
と
連
日
の
よ

う
に
訪
れ
、
い
ず
れ
も
今
金
の

急
速
な
発
展
ぶ
り
に
感
心
し
て

い
ま
し
た
。

今
世
も
、
各
事
擦
が
完
成
す

る
に

L
et-か
つ
て
視
察
団
は
増

え
る
も
の
と
見
ら
れ
ま
す
が
、

消
潔
で
斐
し
い
環
境
作
り
に
つ

と
め
、
心
よ
く
来
事
者
を
迎
え

古
6

2
し
?で
つ。

お
り
、
生
産
者
と
し
て
こ
れ
に

ど
う
対
姐
寸
る
か
箕
剣
に
考
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
ん
ご
の
経
営
に
つ
い
て
は

段
協
、
設
業
改
良
普
及
所
な
ど

主
じ
っ
く
り
相
談
、
計
画
性
の

あ
る
投
資
と
貯
蓄
に
よ
り
、
こ

れ
か
ら
の
冷
害
、
災
筈
に
備
え

孝
4
F
E
し
ト

a
h
J
。

た
め
、
止
り
よ
う
な
運
動
を
展

開
す
る
計
画
で
す
。

。
家
計
簿
記
帳
講
習
会
及
び
座

談
会
の
開
催
(
十
一
月
中
句
)

。
歳
末
貯
蓄
増
強
特
別
運
動
の

実
施
(
十
二
月
一
日
t
三
十

一
日
)

。
こ
づ
か
い
帳
、
司
活
手
帳
、

家
計
簿
の
配
付
、
映
画
会
り

開
催

O
M町
番
実
践
地
区
〈
今
金
婦
人

会
)
の
育
成

貯蓄で安定した経営を

一一計画的な投資で=ー

保
健
婦
に
佐
藤
さ
ん

着
任

。
町
の
人
事
。

町
の
貯
蓄
撒
進
運
動

へ
九
月
十
一

日
付
〉

マ
町
民
課
国
保
係
佐
藤
也
恕

〈
+
月
一
日
付
V

マ
淀
業
部
農
産
係
新
民
有
林
指

部
係
岳
山
英
弘
マ
土
地
改
良

諜
土
地
改
良
係
兼
換
地
計
画
係

渡
辺
茂
マ
総
務
剤
師
管
材
係
小

池
勝
利

町
で
は
、
附
揺
出
山
相
心
の
品
隠

と
町
市
苛
官
践
活
動
を
拍
進
す
る

町
が
十
月
十

日
現
在
で
ま
と

め
た
作
況
に
よ

る
と
、
米
作
で

は
平
年
作
の
七

%
減
の
反
当
り

豆
、
四
俵
で
約
十

一
万
俵
が
予

想
さ
れ
、
作
年
に
比
べ
三
十
必

減
収
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

制
作
は
平
年
並
が
見
込
ま
れ
、

こ
れ
に
よ
り
全
世
家
の
粗
収
入

は
、
米
価
の
す
え
慌
き
も
あ
り

約
十
五
億
円
と
み
ら
れ
て
い
ま

す。
し
か
し
、
昨
年
一
昨
年
の
二

年
続
き
の
豊
作
に
よ
り
、
民
家

に
流
れ
て
い
る
資
金
も
多
く
、

こ
れ
を
ね
ら
っ
て
は
げ
し
い
商

戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
お
り

ク
マ
イ
ホ
ー

ム
0

0

マ
イ
カ

。
。
電
化
。
な
ど
の
消
費
ブ
ー

ム、

農
作
業
の
機
械
化、

造
固

な
ど
の
投
資
が
こ
と
し
も
続
く

こ
と
は
当
然
予
想
さ
れ
ま
す。

躍

進

今

金

視

察

団

々ク

と'"
~~C 11 

とH

川
で
は
、
国
民
間
康
保
険
事

業
の
-
澱
と
し
て
国
保
係
に
保

健
婦
を
限
き
、

一
般
保
健
衛
生

指
導
主
病
気
の
早
期
発
見
及
び

治
療
に
あ
た
る
こ
と
に
な
内
、

こ
の
た
び
佐
藤
也
恕
さ
ん
(
叩

歳

・
写
真
)
が
担
任
し
ま
し
た

佐
旅
さ
ん
は
、
一
二
十
六
年
保
健

婦
に
な
っ
て
以
来
深
川
保
健
所

に
勤
務
し
て
お
り
、
町
村
勤
務

は
初
め
て
で
す
。

「
今
金
町
は
空
気
も
き
れ
い

で
住
み
や
す
そ
う
で
す
が
、
保

健
術
生
の
面
で
は
道
円
で
も
お

く
れ
て
い
る
方
で
す
。

母
干
術
生
と
成
人
病
相
談
に

力
を
入
れ
少
し
で
も
役
に
立
ち

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

段
、
林
梁
構
造
改
善
事
誌
を

は
じ
め
、
総
計
か
ん
ば
い
、

土

地
改
良
事
業
と
道
南
の
米
ど
こ

ろ
と
し
て
躍
進
す
る
ヰ
金
町
に

こ
と
し
は
管
外
か
ら
視
察
団
が

続
々
と
来
町
し
、
う
れ
し
い
主

胞
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

町
村
議
会
議
員
や
町
村
職
員

位
協
組
合
員
な
ど
を
中
心
に
五

月
か
ら
九
月
末
ま
で
に
約
二
百

人
を
趨
え
、
視
察
場
所
は
主
と

し
て
種
川
地
区
椴
造
改
普
事
柴

田
進
育
成
牧
場
、
住
吉
頭
品
工

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー、

役
場
庁
舎

青
少
年
会
館
な
ど
。

主
月
に
奈
井
江
町
町
議

一
行

六
名
が
来
町
し
た
幻
を
は
じ
め

野ネズミを駆除し、豊かな

森林を

[今月は 野ネズミ駆

I 1睦強調月 間で す o

ムd
F
 道

央
か
ら
も
貸
切
パ
ス
で

六
月
に
道
議
会
政
務
委
員
、
退

職
手
当
組
合
議
員
、
七
月
に
は

建
設
省
河
川
局
課
長
、
本
別
、

由
仁
、
武
川
各
町
議
、
厚
田
村

機
械
化
が
進
む
農
作
業

経
営
拡
大
と
佳
作
業
の
近
代

化
の
た
め
の
投
資
、
再
生
産
の

た
め
の
レ
ン
ヤ
も
必
要
で
し

ょ
う
。
し
か
し
、
民
業
経
営
の

安
定
は
将
来
に
備
え
て
の
資
金

の
蓄
積
が
最
も
た
い
せ
ワ
で
す

特
に
最
近
は
、
出
政
の
転
換

時
期
に
あ
た
り、

米
偏
重
政
策

の
是
正
が
大
き
く
さ
け
ば
れ
て
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自
然
に
恵
ま
れ
た
今
金
ー

そ
の
縮
図
の
よ
う
に
町
内
産

の
木
平
石
が
ほ
と
ん
ど
。

樹
齢
五
十
年
の
二
本
の
オ

ン
コ
を
は
じ
め
、

ハ
イ
マ

Y

わ
l会)

ρ、
7 

滝金

11=コ- -

一れ 見 守置唖国軍一一一一一一一一一 沢 の i 
段る ニ V 
と樹基に池と年い を主ど化 I ラの ツ 京 絡 1
美木のもを 宮 での 沌 み 整 の石、石木ッ ァ ，ぬ l 
し は水 楽作う は で t尺せ然石の 下、と ジカ rコ H 
い 、銀しりがな庭さてととよハ花、なマ ーー区J 1: 
。夜灯そた、いにんいし、うカ石田どッ 1 
認にうい「の i毘はるた査なイの名約 、 セ ド
に写。」来でる「。お宮大マジ川五モ 1.. 

由し と 春 す よま ち で 理 ツ ヤ の 十 ミ
れ 出 いにがうだ っし石 プ ス赤種ジ ，さ i 
てさ かは」な若 きかなのパト類、 -u 

日
本
万
国
向

覧
会
は
、
明
年

三
月
か
ら
九
月

ま
で
ア
ジ
ア
で

初
め
て
大
阪
府

に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
す
。

人
類
の
進
捗

と
調
和
を
テ
ー

マ
に
し
た
こ
の

博
覧
会
を
観
覧

し
よ
う
と
冗
千

万
人
を
越
え
る

入
場
者
が
予
想

さ
れ
、
個
人
入

場
の
場
合
、
宿
泊
、
空
通
な
ど

相
当
困
難
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
瀬
棚
線
沿
線
郵

便
局
、
駅
で
は
、
気
軽
に
万
闘

博
へ
い
け
る
よ
う
街
泊
、
座
席

が
確
保
さ
れ
て
い
る
団
体
募
集

を
次
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す

マ
筒
紀
コ
ー
ス
凶
月
三
日
か

ら
十
日
間

マ
四
国
コ
ー
ス

郵便貯金 で万国 博 へ

=申し込みはお早めに =

五
月
二
日
か

ら
十
一
日
間

費
用
そ
の
他
詳
細
は
郵
便
局

か
駅
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

み
か
ん
つ
み
研
修
生

を
募
集

町
教
委
で
は
、
本
州
の
農
業

の
実
情
視
察
と
観
普
を
深
め
る

た
め
、
み
か
ん
つ
み
実
習
研
修

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
昨
年
も
実
施
し
ま
し

た
が
、
二
十
五
名
が
参
加
し
股

作
業
を
し
な
が
ら
果
樹
栽
培
を

学
び
、
実
誌
も
兼
ね
れ
る
た
め

好
評
で
し
た
。

場
所
は
静
岡
県
出
水
市
で
、

十
一
月
下
旬
か
ら
一
カ
月
間
決

家
に
分
宿
し
、
日
給
手
取
り
男

千
三
百
円
、
女
千
百
円
の
予
定

で
す
。
三
十
名
で
締
め
切
り
ま

す
の
で
お
早
め
に
町
教
委
社
会

教
育
係
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い

さ
け
・
ま
す
の
密
漁

防
止
に
つ
い
て

こ
と
し
も
さ
け
、
ま
す
が
産

卵
の
た
め
川
に
上
っ
て
く
る
時

期
に
入
り
ま
し
た
が
、
心
な
い

人
々
の
密
漁
に
よ
っ
て
捕
え
ら

れ
、
資
源
を
保
つ
ょ
に
大
き
な

悩
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
の
法
律
で
は、

さ
け
、
ま

す
を
捕
る
こ
と
を
聞
く
禁
じ
て

お
り
、
規
則
に
違
反
し
て
き
け

ま
す
を
捕
っ
た
も
の
は
厳
重
に

処
則
さ
れ
ま
す
。

も
L
笹
漁
者
を
み
た
と
き
は

速
や
か
に
も
よ
り
の
響
摂
に
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
こ
び
・
か
な
し
み

(
9
月
分
)

@
出
生
叩
名

消
水
巴
奈
子
(
好
巳

・
世
田
)

日
下
佳
奈
子
(
義
四
郎

・
末
広

町
)

石
川
怯
子
(
和
則

-
白
石
)

中
谷
目
次
〈
山
中
芳
昭
和
町
)

山
崎
順
子
(
恕
耳
打
神
丘
)

小
阿
山
正
抽
出(
巾晶君

・
大
和
町
)

件
騰
と
し
子
(
義
附
間
代
)

池
田
正
樹
(
常
教

・
日
の
出
町
)

田
中
さ
お
り
(
保
夫
・
種
川
〉

上
野

勉

(

関

・
大
和
町
〉

菅
原
陽
子
(
進

・
鈴
岡
)

新
居
拍
子
(
俊
一

・
鈴
金
)

タ
下
幸
男
(
秋
雄
・
団
代
)

機t;申込みお問合せは、 00:傍証wかハガキても

TEL定山$~ (011365) 2671番(代}

郵便按持 田1-23
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日
下
和
彦

(勝

-
・
東
町
〉

高
木
雅
己

(
正
行
中
里
)

加
藤
タ
羨
(
誠
治
絹
川
)

@
婚
姻
1
組

工
藤
田
川
目
松
吉
と
め
(
大
和
町

@
死
亡
6
名

服
部
一
お
(
本
町
)
細
田
み
と

盟
刊
(
金
原
)
佐
藤
久
治
町
田
(

神
丘
〉
野
田
孝
一

日
(
八
束
)

栗
原
茂
木
印
〔
樋
川
)
海
特
庄

六
刊
(
花
石
)

一一一一一一
10月の納税

固定資産税く3期〉

山…ー・抱一
10月31日限り


